
 

 

 

 

～先輩たちのがんばり～ 
 本校卒業生の下山絵理さん（平成２５年度卒業）が、ソ

フトボールの全日本大学女子選抜チームの一員として、台

湾・南投市で開催される「第７回東アジアカップ」に出場

することが決まりました。そのがんばりを称え、また活躍

を祈念して、本校の３階ベランダに応援の横幕を設置しま

した。 

絵理さんは、現在、園田学園女子大学のソフトボール部

に所属しています。この大会の選考については、日本ソフ

トボール協会のホームページによると、４月１８日（水）

～２０日（金）の３日間、愛知県安城市のデンソーブライトペガサスのグラウンドにおいて、選手選考会が

行われたそうです。 

 

 

 

 

 

 

 ※１年生も中学校生活に慣れてきて、部活動も始まりました。それぞれの目標を持って、先輩たちに追い

つけ追い越せです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～折り句 de 自己紹介～ 

  上は、４月はじめの国語の授業で１年生３人が書いた「折り句で自己紹介」です。階段踊り場に掲示し

ています。また、左は、同じく国語の授業で花奈さんが書いた短歌の鑑賞画です。林Ｔと一緒に実際に床に

花びんを置いて正岡子規と同じ視点で見ていました。 
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                                  平成３０年５月８日（火） Ｎｏ．４ 文責：大塚  

さ わ ら び 

【日本ソフトボール協会 HP より】 

全国から「精鋭」３７名が参加し、「第７回東アジアカップ」に出場する代表選手１７名の座をめ

ざし、厳しい選考に臨んだ。（中略）野手の中では唯一２年生、この選考会でも持ち前の思い切りの

良いバッティングでホームランを放った下山絵理も選出。昨年の第１２回世界女子ジュニア選手権大

会でも打線の中軸を任された「大型スラッガー」の「アジアの舞台」での活躍にも期待したいところ

だ。 

 

福 井 県 の 家 庭 学 習 の こ と 

 以前、幡多郡内の中学校で行われた研修会に参加したときのことです。そのとき講演をしてくださっ

た方は、前年度まで人事交流として福井県の中学校に勤務されていました。 

 当日の講演では、福井県の学校のこと、家庭学習のことなどいろいろ紹介しながら、これから高知の

教育がよりよく発展するためのいろいろなことを伝えてもらいました。 

 そのなかで、福井県の家庭学習のこと、特に家庭での関わりについての部分を少し紹介したいと思い

ます。 

まず、福井県の子どもを取り巻く状況が、３世代同居や祖父母が同じ敷地、あるいはごく近所に住ん

でいる場合が多いということです。また、共働き家庭が多いので、子どもたちは祖父母の家に帰宅して、

まず宿題に取りかかるそうです。その後、自宅に帰って夕食後、親が見守る中で残りの宿題を始めます。

（夕食を片付けた食卓で、小学生の子どものとなりに親が座って、宿題をしている様子を見守っている

動画を見せていただきました。）そして最後に、連絡帳・生活日誌で宿題が全部済んでいるかを親子で

点検します。 

 私たち高知県の家庭で、またそれぞれのご家庭での状況の中で、同じことはできない部分もあります。

しかしながら、この話を聞いて、 

 ○我が子が宿題をしていることを見守る姿勢 

 ○宿題が終わったかどうか確かめること 

は、とても大切なことだと感じました。おとなも忙しく、疲れて帰ったきたあと大変なことですが、子

どもたちが自分１人でできるようになるまで、またしんどい受験を乗り越えるまで、やはりおとなが心

のエネルギーを使って見守る、寄り添うことは大切なことです。 

 もう５月になりました。３年生の３名が進路を決めて、一生懸命試験に挑む日も１日１日と確実に近

づいています。子どもたちの夢の実現のために、家庭・地域・学校が一緒にがんばりましょう。 

「新入生へメッセージ」     外田さくら 

 中学校は１時間が５０分授業です。各教科で先生がかわり、英語や技術のよ

うに小学校ではなかった教科も始まります。私も入学したときは、新しく始ま

る教科や少し長くなる授業に不安を感じることもありました。けれど、授業が

始まるとそんな不安も消えました。どの教科の先生もていねいに分かりやすく

教えてくれるので、授業が長くなったと感じることもあまりせんでした。 

 苦手な教科も少しずつですが、克服できているのではないかと思っています。 

 新しい環境で勉強をするということに不安を感じることもあるかもしれませ

んが、授業を受けていくうちに、そんな不安もなくなるはずです。 

「みんなで学びを深めあうこと」それが授業だと私は思います。 


